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芽室町教育委員会 



 

 

会 議 録 

 

平成 30 年７月 25 日第６回芽室町教育委員会会議を芽室町中央公民館２階図

書資料室で開催した。 

 

○開会時間   １５時３２分 

 

○閉会時間   １６時５７分 

 

 

○出席委員   教育長職務代理者          西 村 嘉 博 

委員                山 口 祥 子 

委員                田 口 聡 明 

 

○欠席委員   委員                土 屋 直 道 

 

○出席職員   教育長               武 田 孝 憲 

学校教育課長            松 浦 智 幸 

社会教育課長            日 下 勝 祐 

給食センター長           土 田 雅 敏 

学校教育課総務係長         中 田 雅 彦 

学校教育課学校教育係長       一 色 真由美 

社会教育課社会教育係長       大 石 秀 人 

社会教育課スポーツ振興係長     大 橋   毅 

 



 

 

日程第１ 会議録署名委員の指名 

日程第２ 前会議録の承認 

日程第３ 教育長の報告 

日程第４ 報告第１１号 北海道 150 年事業に係る勤務時間の割振り等に関す

る要領制定の件 

日程第５ 報告第１２号 教育委員会委員の学校訪問実施に伴う所感の件 

日程第６ 報告第１３号 就学困難な児童生徒に係る就学援助認定の件 

日程第７ 報告第１４号 芽室町奨学金貸付の件（非公開） 

日程第８ 協議案第１号 第５期芽室町総合計画策定に係る施策本文（案）の 

            件 

 

◎日程第 1「会議録署名委員の指名」 

○武田教育長 本日の委員会の出席は、土屋委員から欠席の報告がありまし

たので 4名であります。 

   教育長及び在任の過半数が出席しておりますので、本日の委員会は有

効に成立いたしました。 

   それでは、第 6回教育委員会会議を開会いたします。 

   本日の議事日程につきましては、事前に配付のとおりでございます。 

   日程第 1「会議録署名委員の指名」についてでありますけれども、本日

の会議録署名委員については、山口祥子委員を指名いたします。どうぞ

よろしくお願いいたします。 

 

◎日程第 2「前会議録の承認」 

○武田教育長 次に、日程第 2「前会議録の承認」でありますけれども、別紙

議事録のとおりということで御異議ありますでしょうか。 

（「ありません」と発する声あり） 

○武田教育長 異議なしと認め、前会議録については承認をいたします。 

 

◎日程第 3「教育長の報告」 

○武田教育長 次に、日程第 3「教育長の報告」についてであります。 

   私からは、手島町長が 19 日に就任をいたしましたので、その日に開催

されました臨時全体庁議におきまして、町長から本日配付いたしました

マニフェストの重点課題について、説明がありましたので報告をしたい

と思います。 

   3 ページになりますけれども、3ページの下段について五つの挑戦とい

うことで書かれておりますが、追加で、町長から商店街の活性化、高齢

者の生きがいづくりの意見について、取り組みを進めていくということ



 

 

で、本日朱書きで書いてありますけれども、2点について加えられており

ます。 

次に、教育関係でありますけれども、5ページになります。 

学校教育についてですが、義務教育での農作業体験などを含めた食農

教育について、それを重点的に取り組んでいきたいという考えでありま

す。 

次に、6ページの社会教育についてでありますけれども、一流アスリー

トの成果を挙げている著名な指導者を招聘するのに、その指導者育成、

そして技術向上などを学ぶ機会を創設していくことと、また、総合体育

館一体の社会体育施設の整備について重点項目として取り組んでいくと

いう考えでありました。 

また、教育委員の皆さんとは総合教育会議を通じて、この後具体的な

内容についてもまた情報共有、意見交換などを進めていくことになるの

かなと考えているところであります。 

   マニフェストについては、重点の部分だけお話しましたので、後ほど

ご一読していただければと思っております。 

また、8月１日付の人事異動を行う旨、先日内示がありましたけれども、

教育委員会職員についての異動はございませんでした。 

   私からの報告については以上になります。 

あと、学校教育課所管事業、社会教育課所管事業で、何か事務局から

説明があればお願いします。 

   学校教育課長。 

○松浦学校教育課長 学校教育課の所管事業の主なものについて、御報告を

させていただきます。 

   6 月 28 日ですけれども、高齢者叙勲の伝達実施ということで、元西士

狩小学校の校長先生を退職されました佐渡元校長先生に対しまして、瑞

宝双光章の受賞の伝達を自宅にて行っております。 

   それから、7月 4日ですけれども、公立学校職員永年勤務者表彰伝達実

施ということで、30 年勤務されました町内の芽室小学校の髙田教諭、そ

れから南小学校の佐藤教諭、そして上美生小学校の松田養護教諭、3名の

方について、道からの賞状等を教育長から教育長室にて伝達をさせてい

ただいております。 

   また、7 月 18 日の中体連等にかかわります全道大会出場ということで

中学生が挨拶にお見えになり、当日は教育委員会臨時会議でありました

ので、教育委員にも御臨席を賜りました。 

町内からは、芽室中学校、西中学校合わせまして 51 人の生徒が全道大

会へ出場するということで、挨拶されております。 



 

 

次のページをお開きいただきます。 

昨日、第 2 回目となります 7 月第 2 回の町議会臨時会議が開催されま

して、この中で学校教育課所管、給食センターの 2 学期からの麺類等の

配食に係ります、事前に納入をしていただくということで、冷蔵庫等の

備品等に係ります補正予算を提案させていただき、原案のとおり可決を

いただいております。 

また、同日午後、学校教育課決算審査が行われましたけれども、特に

指摘事項はございませんでした。 

以上で、学校教育課の報告を終わります。 

○武田教育長 社会教育課長。 

○日下社会教育課長 社会教育課の所管事業について、この後の説明をさせ

ていただきます。 

6 月 29 日ですけれども、ゲートボール推進協議会から、昨年、協議会

発足 30 周年ということで、記念事業が行われましたけれども、その際に

ゲートボールのスティックを 10 本ほど購入されたと、そのゲートボール

スティックについては推進協議会の所有ではあるのですけれども、教育

委員会のほうに預けていただいたような形をとりまして、初心者講習会

ですとか青少年の方に使っていただきたいという申し出がございまして、

それを受理し活用させていただいているところでございます。 

今回、この後 7 月下旬に全国のジュニアゲートボール大会があって、

北海道代表として芽室小のマチルダチームが出場いたしますけれども、

そこに出場する子供たちにも、この 10 本のうち 5本を貸し出しするとい

うようなことで活用をさせいただくこととなってございます。 

   下のほうにまいりまして、7 月 9 日から 10 日、札幌市で北海道社会教

育委員長と研修会が開催され、委員長が出席をしてございます。 

   次のページに参りまして、7 月 16 日でありますけれども、芽室中学校

において平成 30 年度の第 64 回十勝管内ＰＴＡ研究大会芽室大会が開催

されてございます。 

   以上であります。 

○武田教育長 今、事務局から報告ありましたけれども、教育委員さん、何

かお聞きになりたいことございますか。 

（「ありません」と発する声あり） 

○武田教育長 なければ、次に進んでまいります。 

 

◎日程第 4「報告第 11 号北海道 150 年事業に係る勤務時間の割振り等に関する

要領制定」 

○武田教育長 日程第 4「報告第 11 号北海道 150 年事業に係る勤務時間の割



 

 

振り等に関する要領制定の件」について説明を願います。 

   学校教育課長。 

○松浦学校教育課長 日程第 4「報告第 11 号北海道 150 年事業に係る勤務時

間の割振り等に関する要領制定の件」について、御報告をさせていただ

きます。 

 内容につきましては、1ページをお開き願います。 

北海道が北海道となりまして 150 年ということで、北海道を主催にさ

まざまな事業が展開されているわけですけれども、この中で児童生徒に

かかわるようなセレモニーですとか事業、また、学校独自、各自治体で

150 年をお祝いするような事業があったときに、先生方の勤務時間につき

まして、例えば引率ですとか、そういった業務がある場合には、修学旅

行などで引率業務等に従事する場合に、学校では時間外になりますので、

そういった部分についての勤務の割り振りに関する要領というのがござ

いますので、それらと同じような事例として、今回の事業についても割

り振りの要領を北海道、道の学校の先生方が 7月 10 日付で要領が策定さ

れておりまして、その要領に沿いまして、今回町も同じように制定をし

たというところでございます。7 月 10 日から施行しておりますので、7

月 11 日付で各学校長宛てに通知を行っているところでございます。 

今回の要領につきましては、2ページ、3ページにございますけれども、

先ほど言いましたように北海道 150 年事業ということで、例えば北海道

サイエンスフェスティバルですとか 150 年記念式典、今後、北海道姉妹

友好提携地域ランドテーブルだとか、子供たちの交流事業を北海道とし

ては予定しておりまして、その中で本町の先生もかかわるような場合に

は、道の身分ではなくて市町村の身分になりますので、市町村の各教育

委員会でこういった要領を策定するということで北海道にならって策定

をしております。 

要領につきましては、1 で趣旨、2 が定義となっております。3 が対象

職員、対象業務、また、4 が勤務時の設定と、3 ページにまいりまして、

5が実施日における勤務時間の割り振りの留意事項、6が出勤ということ

で、北海道にならいまして 7 月 10 日から施行しているという状況です。 

様式については、4ページ、5ページにありますけれども、これらも修

学旅行等の引率業務などで同じような様式を北海道 150 年事業と事業の

引率等教諭に従事した職員に係る勤務時間割り振り等という形で定めて

いるものでございます。 

芽室町自体としての独自の 150 年事業で、先生方にこの要領を適用す

るような事業は今のところ予定はありませんけれども、今後そういった

ことが予想されたときには、これらの事業に係る場合、引率業務等があっ



 

 

た場合には、この要領を適用して先生方の勤務時間の割り振り等につい

て適用してまいりたいと考えております。 

 以上で報告を終わります。 

○武田教育長 説明ありましたけれども、何か質疑等あればお受けしたいと

思います。 

   よろしいですか。 

（「ありません」と発する声あり） 

○武田教育長 特に質疑はございませんので、なければ報告第 11 号について

は報告のとおりといたします。 

 

◎日程第 5「報告第 12 号教育委員会委員の学校訪問実施に伴う所感の件」 

○武田教育長 次に、日程第 5「報告第 12 号教育委員会委員の学校訪問実施

に伴う所感の件」について説明を願います。 

学校教育課長。 

○松浦学校教育課長 日程第 5「報告第 12 号教育委員会委員の学校訪問実施

に伴う所感の件」について、御報告をさせていただきます。 

   教育委員会の委員によります学校訪問につきましては、6 月 25、26 日

の 2日間で町内 7校の学校訪問を実施させていただいております。 

6 ページ、7 ページに、今回の学校訪問にかかわります所感について、

教育長名で決裁をとりまして、7 月 20 日付で各学校に通知をしていると

ころでございます。 

大きく今回の訪問の中で、期待、もしくは取り組んでいただく内容に

ついて記載をさせていただいておりまして、一つは学力向上に向けた取

り組みについてということで、この項目では真ん中よりも下になります   

けれども、学習規律について工夫されているところでありますが、引き

続き子供たちの発達段階に応じた学習規律を確立し、確かな学力の向上

を図るとともに、支え合い高め合う集団づくりを学校全体で取り組まれ

ますようお願いしますというような話もしております。 

また、二つ目の豊かな心と健やかな体の育成につきましては、道徳が

特別の教科道徳として推進、実施がされていくという中で、今後備考の

部分にありますとおり、家庭、地域との連携を図り、さまざまな体験を

通して子供の内面に根差した道徳性を育むとともに、言葉の持つ力を利

用するなど、自己肯定感を高める取り組みをお願いしますという要旨で

ございます。 

いじめ、不登校についても記載をしておりますけれども、その部分に

ついては省略をさせていただきます。 

   大きな 3 点目といたしまして、信頼される学校づくりとして、二つ目



 

 

の段落にありますとおり、学校と地域がパートナーとして連携して協働

による取り組みを進めていくために、地域でどのような子供たちを育て

るのか、何を実現していくのか、目標や将来像を共有することが重要で、

学校運営に地域の声を積極的に生かし、地域と一体となって特色ある学

校づくりを進めるコミュニティ・スクールの導入に向けた体制づくりに

取り組みますようお願いしますという形でお伝えをして、それぞれの学

校に通知をしているところでございます。 

   8 ページ以降につきましては、参考資料として当該学校の学校訪問での

主な質疑内容について、それぞれ学校ごとにその内容について取りまと

めたものでございまして、一応それぞれ通知に合わせてこの内容も各学

校に通知をしているところでございます。その学校ごとの訪問内容につ

きましては、説明を省略させていただきます。 

後ほど事例議案も配付しておりますので、ご覧いただければと思いま

す。 

   以上で報告を終わります。 

○武田教育長 説明が終わりましたので、この所感の件につきまして、何か

質疑があれば受けつけようと思います。 

○西村教育長職務代理者 これは、全体としても総体的なまとめとして、各

学校に同一文書で配布するということの理解でよろしいのですよね。 

○松浦学校教育課長 はい。 

○西村教育長職務代理者 わかりました。 

そして、内容については今、課長が説明したところ、今年も思いとい

うか、それは説明がありましたのでよろしかったのですけれども、ちょっ

と気になったというか、参考資料の中で各学校分へは配付すると言って

いましたけれども、西小学校の質疑のところで、校長先生は質疑討論の 3

番目が渡会校長になっているのですよね。これ、訂正して出さないと大

変失礼になるかと思いますので。 

○松浦学校教育課長 わかりました。 

もう送ってしまっているので、訂正して再度お送りさせていただきま

す。申し訳ありません。 

○西村教育長職務代理者 その辺ちょっと気になりましたので。 

これは、全体としては当日我々の質問を学校側でも記録をとっている

と思いますので、その辺は学校のほうでもうそれぞれの委員の見ている

ところはわかっていると思います。大体いいのかなと思います。 

○武田教育長 ほかどうですか、何かございますか。 

よろしいですか。 

（「よろしいです」と発する声あり） 



 

 

○武田教育長 それでは、特にほかに質疑等ございませんので、なければ報

告第 12 号については報告のとおりといたします。 

 

◎日程第 6「報告第 13 号就学困難な児童生徒に係る就学援助認定の件」 

○武田教育長 次に、日程第 6「報告第 13 号就学困難な児童生徒に係る就学

援助認定の件」について、説明を願います。 

 学校教育課長。 

○松浦学校教育課長 日程第 6「報告第 13 号就学困難な児童生徒に係る就学

援助認定の件」について、御報告をさせていただきます。 

 学校教育法第19条に規定する経済的理由によって就学困難と認められ

る児童生徒の保護者に対し、要保護及び準要保護児童生徒認定要領に基

づき、必要な援助を行うことといたしましたので報告をいたします。 

 17 ページをご覧いただきたいと思います。 

7 月１日認定分といたしまして、申請世帯が 2世帯、この内訳について

はわかりづらいかもしれませんが、認定世帯がゼロとなっておりますけ

れども、今回、認定の廃止世帯が 1 世帯ございました。それで、要保護

世帯として 2 世帯のうち 1 世帯は認定はしているのですけれども、準要

保護世帯で 1 世帯、先ほど言ったように認定廃止になって減になってい

て、さらに申請の 2 世帯のうち 1 世帯が不認定ということで、差し引き

の認定世帯はゼロになっているという状況でございます。 

したがいまして、申請件数はあったのですけれども、結果として認定

世帯は増えていないという状況です。 

それで、認定廃止がありましたので、まず、準要保護認定者数の一覧

にありますとおり、お一人 2 年生のお子さんが児童扶養手当受給世帯で

あったものが、御結婚されて対象要件から外れるということで認定廃止

になっておりますので、それによってマイナスという形です。 

それから、新たにその方が御結婚されているのでが、申請を改めて出

されたのですけれども、収入要件等が基準よりも超えているということ

で不認定となっていることで、その下にあります不認定者数一覧に同じ 2

年生に 1 となっている状況です。これで差し引き、最終的にはこの部分

についてはゼロという形になります。ただ、要保護、生活保護の方で西

小学校の人が一人、6年生が修学旅行の関係がございますので認定をして

おります。 

以上のことから、18 ページにありますとおり、30 年度の 7月１日現在

の総括表でまいりますと、前月に比べまして申請世帯は 2 世帯増となっ

ておりますけれども認定世帯は変わらず、要保護世帯が１世帯増、準要

保護世帯が逆に１世帯減となっております。そのうち児童扶養手当受給



 

 

世帯が１世帯減になり、不認定世帯も１世帯増という形で廃止世帯が１

世帯というような状況になっています。 

準要保護認定者数一覧にありますとおり、マイナス１となっておりま

すので、前月よりもお一人減になり、トータル 158 人という形です。内

訳にあります点線囲みにあります児童扶養手当受給者数につきましても、

前年よりも一人減り 65 となっております。トータルとしても小中合わせ

て前月よりも一人減の 262 となっています。 

不認定につきましては、小学校で一人増になっておりますので 30 人、

全体でも一人増が 45 人となっております。 

要保護の世帯につきましては、西小学校の 6 年生一人が追加になって

おります。 

 以上で報告を終わります。 

○武田教育長 ただいま報告がありますけれども、これについて何か   

質問等あれば受けたいと思います。 

よろしいですか。 

（「ありません」と発する声あり） 

○武田教育長 特に質疑がなければ、報告第 13 号については報告のとおりと

いたします。 

 

◎日程第 7「報告第 14 号芽室町奨学金貸付の件（非公開）」 

○武田教育長 続きまして、日程第 7「報告第 14 号芽室町奨学金貸付の件（非

公開）」につきましては、公開することにより個人の権利を侵害するおそれが   

ありますので、非公開としたいと思いますけれども、御異議ありませんでしょ

うか。 

（「ございません」と発する声あり） 

○武田教育長 異議なしと認め、非公開といたします。 

以下、非公開 

 

◎日程第 8「協議案第 1号第 5期芽室町総合計画策定に係る施策本文（案）の件」 

○武田教育長 次に、日程第 8「協議案第 1号第 5期芽室町総合計画策定に係

る施策本文（案）の件」について説明を願います。 

学校教育課長。 

○松浦学校教育課長 日程第 8「協議案第 1号第 5期芽室町総合計画策定に係

る施策本文（案）の件」について、御説明をさせていただきます。 

   資料の説明に入る前に、委員の皆様も御存じのとおり、現在町では第 5

期芽室町総合計画の策定を進めている状況です。町長選挙も終わりまし

て、マニフェストなどについても各町の施策に溶け込ませながら、新た



 

 

な来年から始まる総合計画の策定に向けて業務を進めているところでご

ざいますけれども、今後、町としては総合計画審議会に対しまして、計

画に係る諮問等を行っていくに当たりまして、本日は教育分野にかかわ

るものについて、現段階のものについて御提案をさせていただき、御意

見等いただきながら、これでまずは諮問等のほうの準備を進めさせてい

ただいて、さまざまな御意見などをいただく中で、町民意見も含めてで

すけれども、変更になる部分もあろうかと思いますけれども、協議案と

して提案をさせていただき、進めてまいりたいと思っておりますので、

よろしくお願いしたいと思います。 

   それでは、私のほうからは 24、25、26 ページにまたがります学校教育

の充実という部分について、説明をさせていただきます。 

   この学校教育の充実という部分については、現状課題、それから施策

の方針、施策の主な内容、26 ページにあります成果指標、そして取り組

み、主要な事業など、展望計画という四つの構成になっております。教

育委員の皆様には、現在教育委員会が進めております教育振興基本計画

の部分に、この学校教育の充実部分との関連性については、協議会等で

も御説明させていただきながら御協力いただいているところでございま

すので、一度は見たことがあるというふうに思います。 

今回、現状課題の中では、やはり地域とともにある学校づくりという

ことが重要となってくるということと、学校も特別なニーズにきめ細か

い対応をした施設であったり、学校現場に対する教育環境の充実、そし

て人口減少の中で現在計画策定を進めております教育振興基本計画、こ

れらとの連携を図りながら取り進めていくことが重要だというような現

状の課題となっております。 

2 の施策の方針については省略をさせていただいて、施策の主な内容、

これにつきましては、学校教育の充実ですが、現在策定を進めておりま

す教育振興基本計画の施策などとの連携を図りながら、施策の主な内容

を 7点、（1）から（7）までありますけれども、これらについて記載をさ

せていただいております。 

特に（1）の中では、小学校全学年の少人数学級の実施推進や中学校の

拡大・検討などについて、主な内容として記載させていただいておりま

す。 

また、（2）では、やはり道徳という部分で、考え議論し、充実するこ

と。 

（3）の健やかな体の育成と防災教育の推進という部分では、町として

も力を入れております食に対する指導、またこの体制、人員などについ

て、当然配置基準などありますから、これらについての充実というとこ



 

 

ろを記載させていただいております。 

また、本町は 2 年前に水害による災害を経験しておりますので、災害

予防の部分についても防災教育や安全教育などの推進育成をさせていた

だいております。 

（4）については、特別なニーズということで、これまで発達支援シス

テムとの連携の中で、町の子育て支援課との連携の中で地域コーディネ

ーターの配置などの検討のほうの記載をさせていただいております。 

ここでは、コミュニティ・スクールの推進ということで、あわせて山

村留学制度の定着推進を記載しております。 

6 番目の教育の機会均等などの確保に向けた方策では、大学と奨学金の

一部償還免除制度の実施ということで、今後具体的にこういった償還年

度になってくる段階で該当者がおられれば、この制度を実施してまいり

たいと思っております。 

7 の安全・安心、質の高い教育環境につきましては、先ほど言いました

施設的な部分については、学校施設、給食センター含めて年次計画に基

づいて計画的な整備を進めていきたいと考えます。 

また、多様なニーズという部分については、肢体不自由児童生徒、こ

ういった部分に対応する施設整備の推進ということを記載しています。 

あと、最後に記載しておりますけれども、保護者の意見などを踏まえ

て、これも配置計画の検討を進めておりますけれども、特定地域の選択

制度の取り組み、これを推進していくという記載をさせていただいてお

ります。 

以上で、学校教育分野についての説明を終わります。 

○武田教育長 続けて、社会教育課長。 

○日下社会教育課長 それでは、私のほうからは社会教育の分野について説

明をさせていただきます。 

   まず初めに、社会教育分野においては、この総合計画を実現するため

に必要な具体的な計画というのをこれまで生涯学習の中期計画というこ

とで定めておりましたけれども、今回の総合計画の策定に合わせて同時

並行に議論してございます。 

社会教育分野に特化した具体的な事業計画ということになりますけれ

ども、これについては生涯学習の中期計画というこれまでの呼び名の変

更も含めて検討してございまして、その中でこれまで「あいさつ、親切、

美化」という三つの心運動というのを推進してまいりましたけれども、

これらの精神を引き継いだ上で、新たなスローガンを掲げて社会教育の

推進を図ろうというふうに、ただいま検討しているところでございます。 

現時点では、そのスローガンというのはまだ決定はしてございません



 

 

けれども、そういった新たなスローガンを掲げて社会教育を推進してい

こうということでの検討をしているということを、まずもってお知らせ

をさせていただきたいというふうに思ってございます。 

   それでは 27 ページ、社会教育の分野については 3点ほど施策がござい

ますけれども、まず初めに社会教育の推進ということで、社会教育分野

については初めてお示しをさせていただきますので、少し時間をいただ

きたいというふうに思いますが、まず、私のほうも学校教育と同じよう

に 1 番、現状と課題と 3 番の施策の主な内容について御説明したいとい

うふうに思います。 

   社会教育の推進の現状と課題というものでは、上から 10 行目に幼児期

からということで記載していますけれども、幼児期から青少年期にかけ

ては将来充実した社会生活を送るために必要な「確かな学力」、「健康な

体」、人間関係づくりの基本となる「思いやりの心」の醸成など、多くの

資質や能力を身につける大切な準備期間だと、そのために地域の中の学

校として地域・学校協働活動の実践、充実を図るとともに、青少年にとっ

てより多くの体験活動の場の提供が必要だというふうにしてございます。 

また、その下にいきまして、高齢者については、学習機会の提供であ

る芽室白寿学園、昨年開設 40 年を経ましたけれども、対象となる高齢者

が増加していく中で入園者数は減少傾向にあると。これは、就労する高

齢者の増加とか交通手段の確保という課題もあります。それらに対応し

た学習活動への支援や健康づくりに向けた取り組みが必要だというふう

にしてございます。 

そして下段、芽室町地域指導者登録制度など、指導者の確保も課題と

なっているということから、これらの新たな人材の発掘だけではなくて、

指導者自らの経験や技能に応じた指導と学習者側の学びのニーズを結び

つける必要があるということで、課題を捉えているというところでござ

います。 

3 番の下の主な内容でありますけれども、1番では青少年の基本的な生

活習慣の定着と体験学習などの充実ということで、記載しております各

種事業において、これまで以上に地域人材の活用に努めていくというこ

ととしてございます。 

4 つ目に記載の食育の推進のため、地元の安全・安心な食材を使った体

験学習、また、「早寝、早起き、朝ごはん」の推進により規則正しい生活

習慣、ここも定着を図るということで、食育についての記載をさせてい

ただいているところでございます。 

次のページにいきまして、（2）では地域学校協働活動の推進というこ

とでの取り組みとなります。学校教育分野のコミュニティ・スクールと



 

 

同様にコミュニティ・スクールと連携した形でどのような取り組みがで

きるのか、調査研究を進めてまいりたいというふうに考えてございます。 

（3）として、学習支援体制の充実では、やはり芽室町の地域指導者登

録制度、なかなか機能していない部分もございますので、これらの活用

をより充実させる活動を図ってまいりたいというふうに考えてございま

す。 

（4）では、高齢者の学習機会の充実と社会参加の促進ということで、

芽室白寿学園については、カリキュラムの内容の充実を図りながら継続

していこうという考えでございます。 

（5）では、社会教育施設の機能の充実ということで、利用者ニーズに

合致した施設の修繕、備品の更新などを計画的に進めるということでご

ざいます。 

6 番の社会教育関係団体への支援ということでは、社会教育協会、ＰＴ

Ａや青少年健全育成協議会など関係団体をはじめ、子供会や家庭教育学

級などの活動を支援しますということで、記載をさせていただいており

ます。 

続きまして、地域文化の振興になります。 

地域文化の振興の現状と課題では、中ほどに「しかしながら」という

文章ございますけれども、文化活動の中心を担っている文化協会や町民

の手で生み出された郷土芸能メムオロ太鼓の会員数が減少してございま

す。後継者の確保などが今後の課題となっており、これらに対する支援

が必要だという方式で課題を捉えております。 

3 番の施策の主な内容でありますけれども、（1）で文化芸術鑑賞機会の

提供ということで、一つ目には文化芸術鑑賞会、二つ目には町民文化展

の充実、町民文芸誌の発行、また、三つ目には児童生徒の文化芸術鑑賞

を支援して鑑賞機会の充実を図るということで、これも継続実施をして

まいりたいということであります。 

（2）では、二つ目に記載の公民館講座受講生や個人活動をされている方

の促進、文化活動などの情報提供に努め、文化活動を始めるきっかけづ

くりの推進や文化活動に対するニーズの多様化に対応するということを

してございます。 

（3）文化財の調査保護では、町の天然記念物であります芽室公園のカ

シワの木の保護、また、町民などが保有している貴重な資料などについ

て所在調査を行おうとするものであります。 

続きまして、スポーツしやすい環境づくりであります。 

スポーツしやすい環境づくりの現状と課題としては、下段のほうに記

載しておりますけれども、スポーツ活動における指導者の高齢化やなり



 

 

手不足に対する支援、多様化するスポーツ機会に対するニーズへの対応

策を検討する必要があるというふうに捉えてございます。 

施策の主な内容の（1）では、多様なニーズ、適正に応じたスポーツ活

動と運動機会の提供ということを掲げてございます。 

（2）では、体育会関係係との連携支援ということでありまして、二つ

目に記載のプロスポーツなどでの活動経験を持つ選手や指導者などの協

力を得て、子供たちがスポーツの楽しさやいろいろと体験し、技術の向

上などを学ぶ機会を設けるための各種スポーツ指導者の発掘育成に努め

てまいりたいということであります。その下にも記載してございますけ

れども、スポーツ活動における指導者不足に対する支援策、これを検討

して、地域指導者登録制度、これの充実を図ってまいりたいという思い

でございます。 

次のページにまいりまして（3）でありますけれども、発祥の地ゲート

ボールの普及振興ということで、二つ目に記載してございます青少年、

青年層に対するゲートボールの普及活動、これに重点を置いて、将来的

な競技者人口減少への対策を講じてまいりたいと考えてございます。次

に記載しております道外高校のゲートボールを対象とした合宿誘致、各

種大会出場に当たっての助成制度の整備など、青少年層への競技普及に

対する支援を行ってまいりたいというふうに考えてございます。 

また、4番では、社会体育施設の機能の充実ということで、これにつき

ましても、利用者ニーズに合致した施設の修繕という方針などを計画的

に進めていくということでございます。 

以上であります。 

○武田教育長 ただいま説明がありました。 

   それでは、学校教育の分野から何か御意見あればお伺いしたいと思い

ます。 

まず、24 ページ、25 ページ、26 ページにかけて、何か皆さんのほうか

らお聞きになりたいことがあれば。ありませんか。 

○西村教育長職務代理者 これ 5 期の総合計画ということなので、実際に今

総体として中身がどうこうということよりも、何回か協議会の中で将来

の子供たちの人数の減とか、そういったことが今現在見込まれていると

いうことがあるのだったら、そういったことの将来に対する学校の配置

とか、そういったことの考え方というのはさっきちょっと課長もどこか

で言っていたような気がするのですけれども、そういうことの書き込み

というのはどこかに……将来展望計画の 38 年度までの展望というのが

なっているので、その辺の継続的な考え方というのはどこかで出てくる

ところあるのかな。 



 

 

○武田教育長 学校教育課長。 

○松浦学校教育課長 あくまで今回の総合計画の施策につきましては、前期

計画ですので、31 年から 34 年までの 4年分を記載している。その 4年間

でできるものを、基本的には取り組みの内容だとか、そういったものを

記載するというようなことで総合計画は整理をされておりますし、教育

振興基本計画も基本的には 4 年計画になっておりますので、先ほど言い

ました子供たちが将来的に減っていく部分についての論議は、当然後期

以降の部分で出てくる可能性は十分あるのかなと。 

そういう意味でも、今後小中学校の配置計画などで子供たちの推移と

いうのも見えてきますので、例えば、今後それらに合わせた中でより具

体的な学校教育における政策なり施策として、どういったものが好まし

いのかというような部分については、御意見等賜りながら、今後計画な

どに生かしていきたいというふうに思っております。 

○武田教育長 よろしいでしょうか。 

○西村教育長職務代理者 説明としては理解をするものだけれども、これ一

つ一つ取り上げていったら 1 項目ずつ話したやつも結構細かいところ出

ているのだけれども、全体の流れとしてはいいのかなと思うのですけれ

ども、ただ一つ、この間我々も道外研修に行って参考にさせてもらった

こともちょっと考えてみると、ＩＣＴ教育のあり方というのか、今、各

学校にコンピューター室を設けてそれぞれ学校でやっているのですけれ

ども、今の社会のニーズというか、次世代の子供たちのニーズとして、

学校教育の中で新たな取り組みというのは、もしかしたら早急に取り組

まなければならないのではないかなというような、そんな感想を持って

ちょっと研修をしてきたのですけれども、これは私の感想だけかもしれ

ません。 

その辺、これ協議会なので、ほかの委員の細かいところでもしあれば、

ちょっと今回、せっかくのチャンスですので聞いてみたいなという気も

したのですけれども。 

タブレットについても、あそこまでというふうな、せっかく将来の計

画、学校の施設というか、そういったものを計画していく段階であれば

何通りかの発想を持って計画という、それを組み立てるということが必

要なのかなと。だから、これ早急にある程度 4 年間の計画かもしれない

けれども、年次計画のもとでいくとかなり早急に計画しなければならな

いかなというような感想を持っていたものですから、その辺も含めてど

うなのかなという感想なのですが、その辺はちょっと関心持ったのでは

ないかなと思うのですけれども。 

○武田教育長 現在、総合教育の中での 25 ページの下段のほうの中の書き込



 

 

み、その計画上の中での取り組みとしては、余り細かい具体的な部分は

まだ書き込めない部分はあるのですけれども、そういうことをある程度   

した中では、やっぱり記載しているということで考えていいですよ。 

 学校教育課長。 

○松浦学校教育課長 教育長から説明ありましたけれども、（7）の安全・安

心で質の高い教育環境の整備の中の二つ目にありますとおり、新学習指

導要領の中でもプログラミング的思考の育成というような部分がありま

すので、当然これが直接その教育用コンピューターということではなく

て、各教科などでそういった考え方、思考の育成というのが重要視され

ていくわけですけれども、あわせてこのＩＣＴの環境整備というものに

ついてもそのニーズなり内容に合わせたものをどう整備していくか。教

育委員会としては、学校の先生方によります教育研究所の中でも一つの

研究課題として取り組んでいただいておりまして、具体的に学校現場で

何を今後本当にプログラミング的な思考として授業を実践していくのか

というような部分について、その中で必要な環境というようなものを整

備していくということが大切かなと。 

ただ、学校によっては光回線になっていないというようなこともござ

いますので、そこら辺の環境整備が、これは私どもも町だけでできるも

のでもないものですから、そういったところとの関連性によっては学校

でいつ、どういった整備がどのような形でできるのかというような部分

については、ちょっと差異が出てくる可能性がありますけれども、御意

見にありましたとおり、それらを見据えて計画的に進めていくというの

が良いと思っております。 

○武田教育長 今の教育基本計画の中でも、ある程度具体的な部分と物に

よっては学校のＩＣＴ計画みたいなものも考えていかなければならない

ことは出てくるかもしれないですね。町の全体のコンピューターの整備

計画とも関係してくるというのがありますので、一体になって考えてい

かなければならないのかなと思っております。 

○西村教育長職務代理者 もう一つ、26 ページの施策に係る取り組みという

の、全部が方向性としては右肩上がりというか、現状よりもさらに進め

ていくというか、現状の課題を含めてさらに精査しながら進めていくと

いう、そういうことの取り組みをするという解釈で今後進めるというこ

とでよろしいのでしょうか。 

○武田教育長 学校教育課長。 

○松浦学校教育課長 施策による取り組みに係りますこの方向性でいきます

と、上向きにしておりますので当然重要視をして、こういった事業につ

いてはそれぞれ進めてまいりたいという考え方でございます。 



 

 

○武田教育長 ほかの委員、何か。何かあれば。 

○山口委員 西村さんが言ったのと似ているのですけれども、私もちょっと

気になったのがプログラミング学習のところで、プログラミング的思考

というふうには書かれているのですけれども、できればこの現状と課題

のところに、やっぱり必要性を入れてほしいなと思ったのと、それから、

それに伴う今プログラミング学習が重要だという方向には来ているけれ

ども、先生たちが移っていないという現状をやっぱり課題として、教員

の研修の機会というのをそこにも結びつけてほしいなというふうに感じ

ました。 

○武田教育長 学校教育課長。 

○松浦学校教育課長 新学習指導要領では、プログラミング的思考以外にも

英語的な部分、道徳含めてさまざまな部分がいろいろと書かれておりま

すので、当然現状課題の中では、それらを今後中学校の全面実施の   

ですので、新学習指導要領というような形で全面実施を迎えますという

ことで、それらの内容というのは全部含まれているということで、ここ

には書き出しはしておりませんけれども、考え方、現状課題の認識とし

てはそれら含めているというふうに考えて記載をしたところでございま

す。 

 当然その中で先ほど言いましたように、確かな学力云々というのはこ

こでいけばＩＣＴ環境の整備というのも一つとして、この現状課題の中

に記載をさせていただいております。ただ、今、山口委員から言われた

内容などについては、今後具体的にこの総合計画になるのか、もうちょっ

と教育振興基本計画の中で具体化的に書くのかという部分については、

少し検討させていただきながら進めてまいりたいと思います。 

○武田教育長 よろしいですか。 

   田口委員は何か。 

○田口委員 特にありません。 

○武田教育長 学校教育の関係ではよろしいですか。 

（「ありません」と発する声あり） 

○武田教育長 それでは、続いて社会教育の部分で社会教育の推進というこ

とで、まず 27 ページから 28 ページの中で何か。 

○西村教育長職務代理者 先ほど課長のほうから新たなスローガンを掲げて

いくという、そういう表現があったのですけれども、まだ具体的にこう

いうスローガンということは言われていないのですけれども、総体で社

会教育って幅は広いし、かかわる人たちも町民全部だといっていいぐら

いなものですから、なかなか難しいのかなというような考えはするので

すけれども、やっぱりみんなが参加できる、みんなが共感できる、そん



 

 

なようなことがすごく大切だなというふうな感じがしているのですけれ

ども。 

それで、実はこの間、十勝のＰＴＡ連合会の研究会のとき、芽室のパ

ンフレットやなんかでこれが入っていたのですよね。だから、なるほど

なということで、この間テレビでも紹介していたようで、そういう何か

の大きな芽室としての社会教育もそうだけれども、芽室の町としてそれ

に並行した考え方ということで盛りこんでもいいのかなというような、

そんなようなことをちょっと思ったのですけれども、その辺、町全体の

流れの中というか、町全体のスローガンの発信の仕方と、また社会教育

のスローガンの発信だと思って、余り食い違ってもおかしいのかなと思

いますけれども、その辺のこともちょっと考慮に入れて進めてほしいな

というような、そんなことを思っています。 

   それとあともう一つは、先ほど課長のコミュニティ・スクールをすご

く意識したというか、地域・学校協働活動の推進という中でも、やっぱ

りコミュニティ・スクールをすごく意識しながら地域社会とともにやっ

ていくという、そんなような動きがありましたので、これも学校教育と

の連携といいますか、その辺がすごく重要になってくるし、その辺のこ

とは内部の中できちっとやってもらいたいなというふうに、そんなふう

に思います。 

○武田教育長 社会教育課長。 

○日下社会教育課長 まず、社会教育分野のスローガンの関係ですけれども、

今現在、策定委員会のほうで検討している中では、まだ定まったものは

ございませんけれども、今、委員からいただいた意見を参考にさせてい

ただきます。 

今時点で策定委員の中から出されている意見では、当然の必要性とい

う部分とあとは積極的に行動をするということと、それから郷土愛を育

むという、この三つぐらい大きく分野としては非常に重要なところで、

そういった中からスローガンを定めていってはどうかというような意見

が、今の時点で出されているところでございまして、今後このことにつ

いては整理させていただきたいというふうに思います。 

また、地域・学校協働活動につきましては、御指摘のとおりでござい

まして、社会教育側としては現時点ではまだちょっと勉強不足のところ

もございます。学校教育サイドのコミュニティ・スクールとの連携も最

も重要な部分だというふうに思いますので、ここは連携してこれから調

査研究を進めていきたいなというふうに考えてございます。 

○武田教育長 よろしいでしょうか。 

   田口委員。 



 

 

○田口委員 28 ページの 4 番、施策の成果についてちょっとお聞きしたいこ

とがあります。 

ほかのほとんどの目標数値とかはあれなのですけれども、この児童生

徒社会教育事業の参加者数ということで、児童が少なくなっていくのは

わかるのですけれども、目標が現状平成 29 年度より平成 34 年度は少な

くなっているのですけれども、これはパーセンテージというか、全体で

いったら右肩上がりという形で考えてよろしかったですか。 

○武田教育長 社会教育課長。 

○日下社会教育課長 児童生徒の社会教育事業への参加、実績に対して目標

面では、人口の減を考えますと約 8.5％ぐらい対象者の減が見込まれると

いう見込みを立ててございます。それで、そんな中で現在の参加者数を

維持していくと、やや参加者の割合としては高めていきたいという思い

はございますけれども、人口動態として減る分がちょっと大きいもので

すから、その分を加味した設定とさせていただいているところでござい

ます。 

○田口委員 現状維持という形でよろしかったですか。 

○日下社会教育課長 現状維持はしたいと。もちろん向上させたいのですけ

れども。 

○田口委員 わかりました。 

○武田教育長 よろしいですか。 

   山口委員、何か。 

○山口委員 内容的にはとても一つ一つがわかりやすくて、特に気になるこ

とはないのですけれども、でも、内容の課題がもう芽室町地域指導者登

録制度とかが本当に、それとかスポーツ活動における指導者の高齢化と

なり手不足、こういうところの課題が本当に大変だなという感想です。 

○武田教育長 あと社会教育の推進について、社会教育中期計画の中でまた

具体的なものが出てくるかなというふうに思っております。 

続きまして、地域文化の振興ということで、29 ページから 30 ページ   

ですけれども、この中で何か御意見があればお願いしたいと思います。 

○西村教育長職務代理者 質問というよりもちょっと聞きたいのですけれど

も、郷土芸能のメムオロ太鼓の会員数の減少ということなのですけれど

も、今現在実際に活動している会員というのは、子供から大人までたし

かいると思うのですけれども、総数でどのぐらいいるのですか。 

○武田教育長 社会教育課長。 

○日下社会教育課長 平成 30年の現在で 28名というようなことであります。

内訳としては小学生以下が 10 名、中学生が 8名、高校生 3名、成人 7名

で、参考までに平成 30 年度で 28 人なのですけれども、平成 5 年、25 年



 

 

前は 50 人ということです。 

○西村教育長職務代理者 メムオロ太鼓なんかの発表というか、そういった

ことってどうなのでしょうかね。例えば、同じ郷土芸能というか、民謡

系でいったら結構今盛んでやっていますよね。芽室の先生が中心になっ

て、それこそ全国に羽ばたいているような形で、やっぱりそういう何か

自分たちは全国とまではいわなくても、そういう大会とか発表会とか積

極的に参加するって、そういう支援策みたいなものはどうなのでしょう

か。 

○武田教育長 社会教育課長。 

○日下社会教育課長 これまでは保存会の独自の事業ということで、実施を

してきたということでありますけれども、郷土芸能のこういった支援に

ついて、今後町でどんな支援ができるのかというのは、この保存会の皆

さんとも話し合いの場を持ってどんな取り組みができるか、そんな機会

を設けたいなというように考えてございます。 

○武田教育長 十勝郷土芸能でそういう団体が集まって発表するっていうか、

やっている部分もあるので、そういうところへ参加している部分はあり

ますし、あと町で何かのイベントをやったときに皆さんに演奏してもら

うだとか、今はそういった機会が少し減ってきている部分はあるのかも

しれないです。 

○日下社会教育課長 ゲートボールとかですね、昔はそういう機会があった

と思いますけれども。 

○西村教育長職務代理者 総体に子供たちも減って、子供たちもどうしても

小中の子どもたちを育てない限り将来がないわけなのですけれども、

やっぱり何か自分たちが生き生きとして発表する場、そういったものが

ないと、ただ練習とかそういうことだけではなかなかモチベーションが

上がらないというのかそんな感じ…… 

これ終わってでてくるゲートボールやるのも同じだと思うのですけれ

ども、やっぱり交流というような同じ世代の中でもいろいろレベルの高

いところへ行ってみてくるとか、そういうあれがあるともっとやってい

る子供たちが変わっていくのかなと。多分これをやっている子たちもほ

かのスポーツもやりながらとか、その日は練習に行くとか、そういうこ

とでやっているのだろうなと思うので、その辺の意識というか実態をう

まくもっと使っていったらいいのかなと、せっかくある、何となくじり

貧だから困ったねでは、ちょっと違うかなと思いますけれども。もう少

しやっている人たちの気持ちというものをもっと的確に捉えるほうがい

いのかなという気はしますけれども。 

○武田教育長 社会教育課長。 



 

 

○日下社会教育課長 これは御指摘のとおり、メムオロ太鼓に限らず、先日

も文化協会の皆さんとお話をさせていただく機会があったのですけれど

も、どうしても後継者の確保であったり指導者の不足であったり、そも

そも協会への入会の問題もありますし、どこに問題があって改善しなけ

ればならないのかというような議論も文化協会とは始めさせていただい

ているのですけれども、今のお話も参加させていただいて、このメムオ

ロ太鼓についても今後波及といいますか、会員数が減少している状況で

ございますので活動の場がどういったものがあるのかだとか、先ほど申

し上げたとおり町の支援としては何ができるのかとか、そういった協議

をしていきたいなというふうに思っております。 

○西村教育長職務代理者 毎年文化協会が主催している 11月 3日ごろにここ

の会場でやっている、ここ何年かずっと見てきているのだけれども、出

展数がだんだん減っているし、高齢化してきているから余計そうなのか

なと思う。それが白寿学園と同じような人たちがほとんどメーンで出さ

れているということなので、白寿学園の人たちが減るということは当然

そういったことをやっている方も減っているということなので、やっぱ

りその辺、私もその年齢になってきているので、そういう何か日常生活

の中に出展したりとか発表するという場は限られてきているのかな、そ

れだけいろいろな趣味があるから仕方がないのかなと思うのですけれど

も、そんなことで 11 月 3 日の文化の日に毎年やっていた菊の出展も去年

からは実際にはなくなって、小規模にはやっている形ですけれども、だ

んだんそういう傾向になってきているということは、やっぱり全体とし

て取り組み方の捉え方の検討をしなければだめなんだなというのが、そ

んな感想をこの間の発表会からもちょっとそんな感じはしていたのです

けれども、だから、せっかくここで総合計画の中に位置づけされるので、

芽室を盛り上げる方法論をぜひ内部もそうだし、そういった関係者にお

願いしたいなとそう思います。 

○武田教育長 社会教育課長。 

○日下社会教育課長 文化協会の活動についても協会の会員数が減っている、

また、登録団体数が減っているという状況でございまして、今の御発言

の感想のとおりなのだろうというふうに思います。 

どうしても文化活動に対する人数というのは多様化していく部分も

あって、イコール文化協会というような形ではない活動もあるという認

識してございます。 

この総合計画では、先ほど説明したような内容で表現をさせていただ

きますけれども、別に定める社会教育の計画につきまして、具体的な取

り組み内容などを検討させていただきたいなというふうに思います。 



 

 

○武田教育長 よろしいですか。 

   ほかの委員、何かそのほかに関して。よろしいですか。 

（「ありません」と発する声あり） 

○武田教育長 それでは次に、スポーツしやすい環境づくりというところで、

31 ページから 32 ページでありますけれども、何か御意見等あればお願い

いたします。 

○田口委員 1 件いいですか。 

   文章の中で、芽室町地域指導者登録制度という言葉は結構出てきてい

るのですけれども、31 ページの下にスポーツ活動における指導者不足に

対する支援策を検討し、地域指導者登録制度の充実・活用を図りますと

書いてあるのですけれども、この登録制度の募集の仕方とか、何か考え

ていることがあれば教えてほしいのですけれども、よろしいでしょうか。

もう決まっていますか。 

○武田教育長 社会教育課長。 

○日下社会教育課長 地域指導者登録制度については、登録いただくために

手を挙げていただく方法として、ホームページだとかこれまで   と

かでお知らせをしてきたところなのですけれども、完全に受け身の態勢

で進めてきた部分が   ございます。 

それで、現在の地域指導者登録制度、この仕組み自体もいいのかどう

かという部分もやっぱり再考しなければならないだろうというふうに思

います。 

   新しく手島町長のスポーツ振興の分野で、この指導者の   地域の

大切な重要な資源であります人材をもっともっと活用していくことが重

要だというふうに言っておりますし、既存の制度でありますけれども、

この内容も再考していきたいというふうに考えてございます。 

○武田教育長 よろしいですか。 

   ほかに何かスポーツの関係で。 

○西村教育長職務代理者 今、言っていたのですけれども、先ほど手島町長

が新町長のマニフェストの中で、社会教育の中の重点課題という流れに

載っています、まず取り込めるところからやっぱり積極的にやっていく

という、せっかく社会教育だけではなくて、町長部局との関係も含めて、

やれることから積極的に進めて、そしてだんだん広げていくという、そ

の辺のめり張りというか、その辺も意識したこの全体の考え方としては

いいと思うのですけれども、文章的には全然問題ないというふうに、た

だ意識の段階であれもこれもというよりも、よしやろうということで一

つ集中的にやってみるということのほうがいいのかなという気がします

けれども、その辺やりながら担当部署のほうでしっかりとやっていった



 

 

らいいのではないかなと思いますけれども。 

○武田教育長 社会教育課長。 

○日下社会教育課長 そのような考えで取り組みを進めていきたいと、優先

順位、重要と取り組みやすさ、いろいろあると思いますけれども、町民

にとって喜ばれる形をできるところから取り組んでいきたいなというふ

うに考えています。 

○武田教育長 ほかにスポーツ関係で。よろしいですか。 

（「ありません」と発する声あり） 

○武田教育長 それでは、全体を通して特に。よろしいですか。 

（「ありません」と発する声あり） 

○武田教育長 特になければ、お諮りしたいと思います。 

協議案第 1 号については、議案のとおり決定するということで御意見

ありませんでしょうか。 

（「ありません」と発する声あり） 

○武田教育長 それでは、異議なしと認め、協議案第 1 号については議案の

とおりといたします。 

   以上、本日予定された議事日程は、終了いたしましたけれども、委員

の皆さんから何かございますでしょうか。 

（「ありません」と発する声あり） 

○武田教育長 なければ、事務局から今後の日程についてお願いいたします。 

○中田総務係長 本日お配りしました今後の日程について説明いたします。 

8 月教育委員会会議ですけれども、8月 27 日月曜日 15 時から中央公民

館 2階図書資料室で行いたいと思います。 

   その他といたしましては、記載のとおり 8 月 17 日に第 52 回芽室町納

涼盆踊り大会 19 時 15 分駅前広場、8 月 25 日から 26 日に第 31 回発祥の

地杯ゲートボール大会が芽室南公園運動広場で行われる予定となってお

ります。 

   以上でございます。 

○武田教育長 その他、事務局からはありませんか。ないですか。 

（「ありません」と発する声あり） 

○武田教育長 なければ、以上をもちまして、本日の全ての日程が終了しま

したので、第 6回教育委員会会議を閉じたいと思います。 

 

会議録署名  教育長       武 田 孝 憲 

 

会議録署名  委員        山 口 祥 子 


